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救いに至るローマ書の道(5) イエスを呼び求めよう！                      ローマ 10:11～13 

 

「救いに至るローマ書の道」と言うテーマで共にみことばの学びを進めています。今日は第五番目「イ

エスを呼び求めよう！」というタイトルですがローマ 10:13「主の御名を呼び求める者は、だれでも救わ

れる」この御言葉を中心に見てゆきたいと思います。実は今日はペンテコステ（聖霊降臨日）にあたりま

す。この日、激しい風のような響きが沸き起こり、そこにいた人々はみな他国のことばで話し出すという

不思議なことが起こされます。それに続けてペテロが説教をします。説教でペテロは預言者ヨエルのこと

ばを引用するのですがその中で今日のみことば同じような「主の名を呼ぶ者は、みな救われる。」使徒 2:21

ということばが語られています。「主の名を呼ぶこと」、「キリストの御名を呼び求めること」は単に口に

出して言ってみること以上に重みがあることが分かります。それは人の救いに大きく影響しています。 

「聖霊によるのでなければ、だれも、『イエスは主です』と言うことはできません。」コリント第一 12:3

とあるように私たちが信仰の告白に至ったのは聖霊の働きによります。そして人が救われるのは、イエス

を主と言い表わすことによってですがそれは信仰告白であり、またもっと分かりやすく「主の名を、キリ

ストの名を呼ぶことによって」でもあるのです。主の名を呼ぶことは恵みであり特権でもあるのです。 

 

 それでは「キリストの御名」「イエス・キリストの名」にはどれほどの力があるのでしょうか？ ペン

テコステのすぐ後でペテロが「美しの門」にいた男を癒された話が出てきます。ここでペテロは「金銀は

私にはない。しかし、私にあるものを上げよう。ナザレのイエス・キリストの名によって、歩きなさい(使

徒 3:6)」と言って、生まれつき足の不自由なその人を癒やされました。またその様子を見て不思議に思

っている人たちに、ペテロは「このイエスの御名が、その御名を信じる信仰のゆえに、あなたがたがいま

見ており知っているこの人を強くしたのです」(使徒 3:16)と言って、「イエスの御名」の持つ不思議な力

について話しました。ペテロはそのために迫害を受けましたが、そのときも、ひるまずに「この方以外に

は、だれによっても救いはありません。天の下でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名は人に与

えられていないからです」(使徒 4:12)と言っています。ペテロは全人類の救いがイエスの御名にかかっ

ていることを語ったのです。人はこの御名を呼んで救われるのです。 

 

 このように、弟子たちは、イエスの御名を宣べ伝え、イエスの御名によって祈り、礼拝しました。それ

で、当時彼らは「御名を呼ぶ者たち」（使徒 9:14、21）と言われたのでした。サウロ(パウロの前の名前)

はかつてはこの「御名を呼ぶ人々」を迫害する人でしたが、ダマスコに向かう途中イエスに出会い、アナ

ニヤから「さあ、なぜためらっているのですか。立ちなさい。その御名を呼んでバプテスマを受け、自分

の罪を洗い流しなさい」と言われ、彼もまたイエスの「御名を呼ぶ」者とされました（使徒 22:16）。 

 

 「イエスの御名」には人を救い、造り変える力があります。どうしてでしょうか。イエスが死から復活

され、今も生きて、力をもって働いておられるからです。かつての弟子たちは目に見える形でイエスと一

緒にいることができました。それは大きな特権でした。しかし、それはわずか数年のことでした。弟子た

ちはイエスを天に見送ってから、それまでよりも長い年月を過ごしました。イエスと共にいたのは 3 年

間程度のことです。けれども、彼らはいつもイエスを身近に感じていました。日々にイエスの命に生かさ

れ、その力によって福音を伝えました。イエスの「御名」に、イエスの臨在があります。彼らはその「御

名」を持ち、その「御名を呼び求める」ことによって、イエスと共にいることができたのです。 
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 このイエスの御名と、御名の持つ力は私たちにも与えられています。私たちは祈りの最後に「イエス・

キリストの御名によって祈ります」と言いますが、これは単なる「決まり文句」ではありません。イエス・

キリストの御名に込められた御力を信頼して、「イエス・キリストの御名によって」と言うのです。私た

ちにも初代の弟子たちと同じ「イエス・キリストの御名」が与えられています。イエスの臨在と救いの力

がそこにあります。聖霊の働きに委ね、イエスの御名の力を信じて祈りましょう。これはクリスチャンに

与えられている特権です。この特権を、先ず他の人々の救いと癒しのため、そして自分自身の信仰の成長

のため用いようではありませんか。 

 

 さて、金曜日、イエスが十字架にかかられた時、御名を呼んで救われた人がいました。イエスの右と左

にも十字架が立てられましたが、その一方にかけられた犯罪人が、「イエスさま。あなたの御国の位にお

着きになるときには、私を思い出してください」（ルカ 23:42）と言いました。これもまたイエスの「御

名を呼ぶ」祈りでした。この人は「イエスさま」と呼びかけています。実は「イエスさま」という呼びか

けそのものが「御名を呼ぶ」祈りです。この犯罪人は「イエスさま」と、御名を呼んで救われました。イ

エスは彼に「まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、わたしとともにパラダイスにいます」（ル

カ 23:43）と言って救いを約束されました。イエス様はこの男の「私を思い出してください」ということ

ばには何も反応されていません。思い出すとか思い出さないといったことは言われません。そして彼がし

た大きなことは「イエスさま」と呼びかけたことです。このことは、「主の御名を呼び求める者は、だれ

でも救われる」という御言葉を見事に証明しています。まごころから主の御名を呼び求めるなら、私たち

の罪は赦され、神の国に受け入れられるのです。罪の支払う報酬である死はイエスが代わって引き受けて

くださいました。イエスは復活して永遠の命を無償の贈り物として私たちに与えてくださいます。イエス

の十字架の贖いのみわざと復活のいのちをいただくためにはイエスの名を呼ぶことが大切なのです。「イ

エスさま」と信頼を持って御名を呼ぶ、それだけでも立派な祈りになるのです。 

 

 詩篇 116篇に「主の御名を呼んだ」人の言葉があります。この人は、大きな苦しみに遭いました。そし

て、その中で主の御名を呼びました。「死の綱が私を取り巻き、よみの恐怖が私を襲い、私は苦しみと悲

しみの中にあった。そのとき、私は主の御名を呼び求めた。」（3-4節）すると、神はみごとにこの人を救

い出されました。そして救い出されたあと、彼はこう言っています。「主が、ことごとく私に良くしてく

ださったことについて、私は主に何をお返ししようか。私は救いの杯をかかげ、主の御名を呼び求めよ

う。」（12-13節）再び彼は御名を呼び求めているのですね。 

私たちもこの人のように主の御名を呼んで救われるのです。主に助けていただくのです。ですからどん

なことでも、御名によって神に助けを願い求めましょう。主の御名は偉大です。力があります。主はかな

らず、その願いを聞き、それに答えてくださいます。そして、主が答えて下さったことが分かったならば、

主が御名を呼ぶ者に答えてくださった感謝を献げるために、再び「主の御名を呼ぶ」のです。「主の御名

を呼んで答えられ、答えられて主の御名を呼ぶ。」これは信仰の法則、また、祈りの法則です。私たちは

時々、頼む時は必死になって祈り頼むけれども、叶えられたら、神様感謝しますと一言言った後、喜びの

あまり主の御名を呼ぶことを忘れてしまうことがあります。福音書の中で重い病を主イエスに癒しても

らった 10人の中で、神を崇めるためにイエスのところに戻ったのはたった一人しかいなかったことと似

ています。主の御名を呼んで、主の御名によって癒されたのなら、主の御名を呼び求めるのは当然のこと

ではないでしょうか。詩篇 116篇は 1-2節でこの信仰の法則を宣言しています。「私は主を愛する。主は

私の声、私の願いを聞いてくださるから。主は、私に耳を傾けられるので、私は生きるかぎり主を呼び求
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めよう。」 

「主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる。」この御言葉の通り、どんなことでも「御名を呼び求

めて」祈り、そして、祈りに答えてくださる神を覚えて主の御名を呼び求めましょう。 

 

祈り 

 恵み深い天の父なる神さま。聖霊が降ったことを記念するこのペンテコステの礼拝において、もういち

ど「主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる」との御言葉を与えられて感謝します。どんな人もま

ごころから主の御名を呼び求めれば救われる。この真理を私たちに堅く確信させてください。そして、私

たちを生きるかぎり主の御名を呼び求める者としてください。主イエスの御名によって祈ります。 

 


